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弘
経
寺
だ
よ
り 

ご
挨
拶 

弘
経
寺 

前
主
管 
岡
部
無
空 

皆
様
、
お
元
気
で
す
か
。 

弘
経
寺
で
の
生
活
を
振
り
返
っ
て
み
ま

し
た
ら
、
約
十
年
の
月
日
が
過
ぎ
て
い
ま
し

た
。
お
檀
家
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。 

諸
問
題
が
山
積
す
る
状
況
の
中
、
途
中
で

申
し
訳
な
い
よ
う
な
気
も
し
ま
し
た
が
、
私

も
家
内
も
少
し
体
調
を
く
ず
し
て
退
山
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
は
陰
な
が
ら
弘
経
寺
の
発
展

と
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す 

弘
経
寺 

主
管 

金
田
大
祐 

私
が
こ
こ
寿
亀
山
弘
経
寺
に
参
り
ま
し

て
か
ら
、
三
カ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
間
、

総
代･

世
話
人
の
皆
様
や
弘
経
寺
の
ご
近
所

の
方
々
に
は
す
で
に
ご
挨
拶
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
新
聞
を
読
ま
れ

て
い
る
方
の
中
に
は
ま
だ
お
目
に
か
か
っ

て
い
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま

す
。
あ
ら
た
め
て
自
己
紹
介
か
た
が
た
ご
挨

拶
申
し
上
げ
ま
す
。 

大
本
山
増
上
寺
よ
り
派
遣
さ
れ
、
九
月
四

日
よ
り
こ
こ
弘
経
寺
に
駐
在
し
て
お
り
ま

す
金
田
大
祐
と
申
し
ま
す
。
私
は
水
海
道
市

の
お
隣
の
取
手
市
の
弘
経
寺
出
身
で
す
。
取

手
の
弘
経
寺
も
飯
沼
弘
経
寺
の
開
山
上
人

嘆
誉
了
肇
上
人
が
開
山
さ
れ
た
お
寺
で
、
い

わ
ば
、
飯
沼
の
弘
経
寺
と
取
手
の
弘
経
寺
は

兄
弟
の
よ
う
な
関
係
で
す
。
こ
の
よ
う
な
尊

い
ご
縁
を
い
た
だ
き
、
こ
の
度
、
飯
沼
弘
経

寺
に
赴
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

水
海
道
市
に
参
り
ま
し
て
か
ら
の
こ
の

三
ヵ
月
間
、
新
し
い
環
境
の
中
で
右
も
左
も

分
か
ら
な
い
私
に
心
温
ま
る
お
世
話
を
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
お
檀
家
の
皆
様
を
は

じ
め
、
前
任
の
岡
部
先
生
や
部
内
の
お
上
人

方
々
、
地
域
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

僧
侶
と
し
ま
し
て
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
で

は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
弘
経
寺
の
た

め
に
一
生
懸
命
お
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

お
手
伝
い
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

  

去
る
十
二
月
十
七
日(

土)

、
弘
経
寺
で
年

に
一
度
の｢

大
掃
除｣

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
約
五
十
人
も
の
お
檀
家
さ
ん
が
お
寺

に
集
ま
り
、
朝
九
時
か
ら
十
一
時
ま
で
の
約

二
時
間
、
大
掃
除
を
し
ま
し
た
。 

  

お
昼
に
は
忘
年
会
を
兼
ね
て
、
お
手
伝
い

を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
で
ラ
ン
チ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

  

お
か
げ
さ
ま
で
、
お
寺
も
大
変
き
れ
い
に

な
り
、
気
持
ち
よ
く
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

浄
焚
式 

  

古
損
し
た
仏
像
、
経
巻
、
位
牌
、
御
札
等

を
お
浄
め
し
て
、
お
焚
き
上
げ
す
る
、
浄
焚

式
を
左
記
の
通
り
営
み
ま
す
。 

記 

日
時 

平
成
十
七
年
十
二
月
三
十
一
日(

土) 
     

午
後
十
一
時 

場
所 

飯
沼
弘
経
寺 

境
内 

     

℡
〇
二
九
七(

二
四)

〇
八
九
五 

  

お
焚
き
上
げ
し
て
ほ
し
い
も
の
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
当
日
の
午
後
十
時
半
ま
で
に

弘
経
寺
へ
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。 

 

修
正
会 

  

「
新
し
い
年
、
平
成
十
八
年
も
よ
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
」
と
阿
弥
陀
様
に
お
願
い

を
す
る
法
要
で
す
。
左
記
の
通
り
、
大
晦
日

と
元
旦
に
営
み
ま
す
。
是
非
、
ご
参
列
く
だ

さ
い
。 

·  

平
成
十
七
年
十
二
月
三
十
一
日(

土) 
     

午
後
十
一
時
五
〇
分 

·  

平
成
十
八
年
一
月
一
日(

日) 
     

午
前
十
一
時 

場
所 

飯
沼
弘
経
寺 

新
書
院 
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初
薬
師 

  
平
成
十
八
年
の
無
病
息
災
、
家
内
安
全
、

学
業
成
就
等
を
薬
師
如
来
に
ご
祈
願
す
る

法
要
で
す
。
是
非
ご
参
拝
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

記 

日
時  

平
成
十
八
年
一
月
八
日(
日) 

      

午
前
十
時 

場
所  

飯
沼
弘
経
寺 

薬
師
堂 

 

新
年
会 

  

左
記
の
通
り
、
新
年
会
を
催
し
ま
す
。
お

申
し
込
み
は
各
地
区
の
世
話
人
さ
ん
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

記 

日
時  

平
成
十
八
年
一
月
二
十
九
日(

日) 
      

午
前
十
一
時 

場
所  

飯
沼
弘
経
寺 

旧
書
院 

 

寺
子
屋
英
語
教
室 

  

来
年(

平
成
十
八
年)

か
ら
、
弘
経
寺
で
寺

子
屋
英
語
教
室
を
開
き
ま
す
。
英
語
を
教
え

る
人
は
弘
経
寺
の
金
田
主
管
で
す
。 

金
田
主
管
は
大
学
を
卒
業
後
、
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
の
ハ
ワ
イ
で
四
年
間
海
外
布
教
の

仕
事
を
し
ま
し
た
。
日
本
へ
帰
っ
て
き
て
か

ら
高
校
で
三
年
程
英
語
を
教
え
た
後
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
渡
り
、現
地
の

高
校
生
に
一
年
間
日
本
語
を
教
え
ま
し
た
。 

  

専
門
は
中
学
・
高
校
の
英
語
で
す
が
、
希

望
が
あ
れ
ば
、
英
会
話
も
教
え
ま
す
。
小
学

生(

高
学
年)

で
も
英
語
を
習
い
た
い
と
い

う
お
子
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
し
た

ら
、
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
の
通
り
説
明
会
を

開
き
ま
す
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

記 

日
時  

平
成
十
八
年
一
月
九
日(

月) 
      

午
後
三
時 

場
所  
飯
沼
弘
経
寺 

旧
書
院 

      
℡
〇
二
九
七(

二
四)

〇
八
九
五 

 

弘
経
寺
本
堂
改
修
工
事
に
つ
い
て 

  

す
で
に
お
檀
家
の
皆
様
に
は
ご
通
知
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
と
お
り
、
い
よ

い
よ
来
春
、
弘
経
寺
の
本
堂
が
改
修
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

  

去
る
十
月
十
八
日
の
世
話
人
会
に
、
大
本

山
増
上
寺
よ
り
弘
経
寺
住
職
の
代
理
と
し

て
、
古
橋
庶
務
部
長
が
ご
出
席
さ
れ
、
本
堂

改
修
に
つ
い
て
の
審
議
が
為
さ
れ
ま
し
た
。 

  

現
在
本
堂
は
老
朽
化
と
そ
れ
に
伴
う
雨

漏
り
が
激
し
く
、
人
が
集
う
礼
拝
施
設
と
し

て
は
安
全
面
に
お
い
て
危
機
的
な
状
況
に

あ
り
、
ま
た
、
こ
の
ま
ま
放
っ
て
お
け
ば
、

本
堂
の
心
臓
部
で
あ
る
内
陣
ま
で
腐
食
し

て
し
ま
い
か
ね
な
い
事
態
に
ま
で
陥
っ
て

い
ま
す
。 

  

弘
経
寺
本
堂
は
、
千
姫
様
が
四
百
年
前
に

ご
寄
進
さ
れ
た
と
い
う
歴
史
的
に
大
変
重

要
な
建
造
物
で
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
限

り
そ
の
頃
に
作
ら
れ
た
部
分
は
残
し
た
い
、

し
か
し
な
が
ら
、
予
算
に
も
限
り
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
、
向
拝
と
内
陣
を
残
し
て
、
縮

小
し
て
建
て
直
し
と
い
う
案
が
世
話
人
会

に
お
い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

  

十
一
月
二
十
七
日
の
世
話
人
会
で
は
、
本

堂
再
建
の
た
め
の
建
設
委
員
会
が
組
織
さ

れ
、
来
春
に
予
定
さ
れ
て
い
る
着
工
に
向
け
、

準
備
は
着
々
と
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

  

「
改
修
工
事
」
に
つ
い
て
の
情
報
は
、
随

時
皆
様
へ
ご
通
知
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

何
卒
、
ご
理
解
・
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

         

建
設
委

員 記
録 

監
査 

会
計 

 

建
設
副

委
員
長 

建
設
委

員
長 

飯
田 

一
也
、
海
老
原 

正
美 

神
林 

好
夫
、
飯
田 

建 

石
塚 

良
政
、
石
塚 

昇
治 

稲
葉 

威
穂
、
飯
田 

節 

金
子 

廣
美
、
石
塚 

昭
雄 

石
塚 

正
幸
、
石
塚 

政
一 

飯
沼 

憲
吉
、
渡
辺 

儀
男 

渡
辺 

武
徳
、
古
谷 

正
男 

増
子 

知
英
、
谷
田
貝 

清 

落
合 

雄
一
、
落
合 

善
一 

石
塚 

英
夫
、
落
合 

正
美 

倉
持 

喜
一
、
中
島 

守 

古
谷 

雅
玄
、
飯
田 

荘
六 

伊
沢 

達
也 

須
賀 

次
男
、
猪
瀬 

侃
男 

五
木
田 

芳
夫
、
飯
田 

孝
夫 

海
老
原 

泰
治 

小
島 

義
則
、
古
谷 

三
郎 

飯
田 

滝
三 

本
田 

弘 

 

お
悔
や
み 

阿
弥
陀
様
の
慈
光
の
中
、
次
の
方
々
が

極
楽
へ
往
生
さ
れ
ま
し
た
。 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

十
月  
二
日 
石
塚
準
之
助
殿 

七
九
歳 

十
月
一
六
日   
古
谷
歳
男
殿 

八
六
歳 

十
一
月
一
二
日 
落
合
久
子
殿 

八
三
歳 

十
一
月
二
九
日 

中
村
き
く
殿 

九
九
歳 

建
設
委
員 


